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―要望の趣旨― 

琵琶湖にとって、水源となる森林の重要性は論を俟ちませんが、琵琶湖水源の森のうち、戦後、

奥山の天然林の多くが伐採されて、天然の極相林はほとんど消失しました。 

こうした中にあって、湖北地方と湖西地方の一部の山村では、トチ餅などトチの実を貴重な食

糧として利用する文化が受け継がれてきました。そのため、トチノキを主とする特徴的な巨木林

が残されてきました。 

しかし、高島市朽木では、平成２０年から６０本以上のトチノキの巨木が売却・伐採されまし

た。このことを機に貴重なトチノキ巨木林の保全の気運が高まり、滋賀県、長浜市、高島市、地

元住民の方々など関係者の努力によって、平成２２年１０月以降、滋賀県においてはトチノキ巨

木の伐採は行われず保全が図られてきたところです。 

ところが、今般、長浜市木之本において、約３０本のトチノキの巨木が売却され、伐採予定で

あることが明らかになりました。伐採は、平成２６年９月１日から開始される予定です。伐採予

定のトチノキ巨木は、次のとおり保全の重要性がきわめて高いと言えます。 



◆小流域において４０本程度のトチノキ巨木がまとまっており、杉野川流域では最大規模と考え

られる。同様の規模のトチノキ巨木林は県内で他に３か所しか確認できていない。さらに、尾

根続きの余呉の巨木群と合わせると、全国最大規模のトチノキ巨木群の一部と考えられる。 

◆小流域全体が、ブナを中心とした発達した天然林とトチノキ巨木林が一体になった森林である。 

◆土倉鉱山跡に近接しアクセスも良いため、貴重な観光資源・文化資源・教育資源となり得る。 

◆同じ業者の過去の伐採では、高級材として価値のある優良木を全て伐採してしまうため、トチ

ノキ個体群の衰退や著しい森林景観破壊、土砂流出防止機能の低下に直結する恐れがある。 

 

私たちには、次の世代にこの貴重な資産を引き継ぐ責任があります。そのためには、行政が、

社会と一体となって、伐採を防止する方策をただちに講じる責任があると考えます。 

このような趣旨に基づき、下記のとおり要望いたします。 

―要望事項― 

１．長浜市と連携し、伐採予定のトチノキ巨木群について、その保全と地域振興のための有効活

用に向けた解決案を早急に提案し、地域の中に保全への理解を十分に拡げていただくこと。 

２． 民間団体等による伐採防止のための具体的な行動について、十分なご理解とご協力をいただ

くこと。 

３．当該伐採業者が、森林法を遵守せずに作業を開始したことについて、事実関係を調査し、厳

正に対処いただくこと。 

４．山村文化とともに残された貴重な巨樹・巨木林を恒久的に保全し、次の世代に引き継ぐため

の制度を早急に確立していただくこと。 

 

以上 


